






















飛白書 は蔡 琶1)がつ くった,と される。
「役人が堊帚をもって,鴻 都門で文字をつ く
るのを見,飛 白書をつ くった2>」という。蔡
琶は堊帚 が 「飛び」,下地に 「白れ」ができ
たところで,飛 白書を悟 ったのである。「自
れ」が書造形に現れたのは,戦国代以後の竹










































とに変化を与え,多 様な用筆を駆使 した。 と
























して,意 図的に 「疾 り」,「白れ」をつ くるな
ど,古の飛白用筆を似せた用筆が窺われる。
今の飛白用筆は二つに分けることができる。
無櫛 目の筆で 「疾 るか,白 れること」と,櫛
目の筆で 「引き張ること」 とである。これは
発色を伴 い,書体や図柄のなりゆきに沿って
















づいて,「飛 び」と 「白れ」 との,ど ちらか
を重ん じた。これは今の飛白書の,無櫛 目の






































6陸 紹曾,張 燕昌編著。一八〇四年頃,飛 白論
叢書。
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